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全地球テクトニクスから普遍的テクトニクスを目指して
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で 38 億年前頃のクレーター形成 後期重爆撃と呼ばれる）


















































































































り込めたのか，その H2O が惑星表層に分布していたのか，H2O が表面に長期間留まれたのか，
H2O が表層で最初から液体の水として存在できたのか，などを考慮すべき条件がいろいろある
（玄田・阿部，2016）。
そのため，太陽系におけるハビタブルゾーンも，内側境界で 0.76～0.99 au の範囲が，外側境界
で 1.15～1.9 au までの範囲があり，推定値にもかなりの違いがある（Abe, 1993，阿部，1996；Abe





























（Wolszczan and Frail, 1992）であった。パルサーの摂動から⚒つの惑星が存在していることが判
明し，太陽系外惑星（exoplanet, extrasolar planet）の最初の発見となった。1995 年には，太陽と




その後も，太陽系外の惑星の発見は続いていて，2020 年⚘月 18 日時点で惑星は 4,313 個，惑星







地球の 10～数 10 倍の質量になる。その主成分は，いくつかの密度測定から，H2O の氷と岩石で
あると推定されている。また，恒星に近接した軌道をもっているものも多数見つかっており，ホッ
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ト・ネプチューン（hot neptune）と呼ばれている。木星型惑星は，地球の数 10 倍以上の質量をも
つものである。恒星に近い軌道を回るものを，ホット・ジュピター（hot Jupiter）と呼ぶ。中心星
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Aiming for Universal Tectonics from Global Tectonics
KOIDE Yoshiyuki
Abstract
The present Earth layers the phases of various constituents and interacted with them,
which is calledʠsphereʡin this paper. Theʠglobal tectonics of the Earthʡis the abstracted
model of its geological history from the creation until the present. Furthermore, abstracted
model, calledʠuniversal tectonicsʡ, should be applied to all celestial bodies of the Universe.
In this paper, the basic data for the universal tectonics are probed and a road to the
universal tectonics is represented.
Keywords: global tectonics, universal tectonics, analogy and contrast, snow line, habitable
zone, exoplanets
（こいで よしゆき 札幌学院大学人文学部教授 こども発達学科)
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